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論文内容の要旨
(目的)
皮膚血管炎のうち， leukocytoclastic vasculitis の組織像を呈するアナフィラキシ一様紫斑やアレ
ルギ_'性血管炎は，病変部の蛍光抗体直接法による検索で免疫グロプリンや補体成分の沈着が証明され，
病因として immune comp]ex が重要視されている。
そこで，同疾患につき病巣部生検標本の蛍光抗体法を施行しB 免疫グロプリンや補体成分の沈着を確
かめるとともに，血管炎成立機序を，より具体的に観察するために，実験的に immune comp]ex に
よるアレルギー'性紫斑の動物モデルをノ\ムスターに作成し 血管炎発現の動的過程を観察しようと試み
た。
(方法ならびに成績)
1. ヒトの 1eukocytoclastic vasculiti s の蛍光抗体直接法所見
(方法) 過去 5 年間の皮膚血管炎症例のうち， 1 eukocytoclastic vasculitis の組織像を呈した23例
(男 8 例，女15例)につき蛍光抗体直接法を施行した。 1g G, 1 g M, 1 g A, C 3，フィプリンの沈着
については，全例において検索し， Ig E は一部の症例について検索した。症例は，臨床的にアナフィ
ラキシ一様紫斑 (15例)あるいはアレルギー性血管炎 (8 例)と診断されたものであった。
(結果) 23例中，血管壁への Ig G の沈着は 1 例もなく， IgM , IgA の沈着はそれぞれ 2 例 (9
%) , C 3 の沈着は 3 例(13%) ，フィプリンの沈着は11例 (48%) に認められた。 Ig E の沈着は 8
例において検索したが陰性であった。
2. ハムスターチークパウチによる実験的アレルギ、一'性紫斑の作成
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(方法) 雌ハムスターのチークパウチに透明なアクリノレ製の観察窓を装着した。装着時に耳介表皮
(トリプシンにて剥離)を， ミウロポアフィルターに包んで，チークパウチ血管膜上に置き，血管新生
を促した。抗原として牛血清アルブミンおよび牛ガンマグロプリンを使用した。家兎またはハムスター
に，体重 lkg当り lmgの抗原と Freund 完全アジュパントを混じたものを足瞭または啓部に皮下注射
し2 抗体を作成した。抗原とs 家兎を免疫して作成した抗血清を注射器内で混じ，ハムスターの静脈内
に注射した場合と，免疫したノ\ムスターに抗原を注射した場合につき，それぞれ実体顕微鏡下で観察窓
内血管変化を経時的に観察した。観察後のチークパウチ血管膜はへマトキシリンエオジン染色と蛍光染
色を施し血管病変の詳細を観察した。
(結果) 抗原抗体混合液を観察窓装着ハムスターに静脈注射した場合 1 時間以内に血流のうっ滞がみ
られた例もあったが，特難句な変化とするには難しかった。 そこで新生血管は種々の刺激に対して脆弱であると
されているので，表皮を移植し血管新生を促して後，抗原抗体混合液を静脈注射した。 12匹中半数1r.，
新生血管ではなく，新生血管と連絡した細静脈(10--20μ) I唱血カ込みられた。抗原あるいは抗体単独の投与では出血
はみられなかった。免疫したハムスターに抗原を静脈注射した場合も， 13匹中 6 匹に同様の出血が認められ
た。出血病巣の組織学的所見では， ミクロポアフィルタ一辺縁の小血管壁の破壊と赤血球の漏出が認め
られ，出血部を中心として好中球の浸潤がみられた。蛍光抗体直接法では，抗原抗体混合液を注射した
ハムスターの出血部血管壁に I g G の沈着が証明された。
(総括)
アナフィラキシ一様紫斑およびアレルギー性血管炎23例につき，蛍光抗体直接法を施行し，免疫グロ
プリン特に IgM ， IgA およびC3 の血管壁への沈着を 9 ---13%1r.，フィプリンの沈着を半数に認め
た。そこで immune comp] ex による血管変化の過程を実験的に追うため，ハムスターチークパウチ
に観察窓を装着し，観察した。表皮の移植により血管新生を促した後，抗原抗体混合液(抗体過剰)を
静脈注射したところ，新生血管と連絡した細静脈に出血が生じ，同部には密な好中球の浸潤と Ig G の
沈着を認めた。同様の変化が，免疫したハムスターに抗原を注射した例の約半数に生じた。細静脈は，
皮膚アレルギー性紫斑の擢患血管とされており この方法は 同疾患の発生機序を解析していく上で有
効な手技と考えられる。
論文の審査結果の要旨
皮膚血管炎のうち，アナフィラキシ一様紫斑やアレルギ-'性血管炎は immune comp]exが病因とし
て推察され，本研究においても血管壁に免疫グロプリンや補体の沈着が証明されているが，乙れら血管
炎の成立機序をより確かなものにするためには血管炎形成の動的変化を観察し得るモデルを作成する必
要がある。本研究では，ハムスターのチークパウチに観察窓を装着し， immune comp]ex を反応させ，
皮膚細静脈の病変を実体顕微鏡下に観察している。本論文は皮膚アレルギー性紫斑の発症機序を解析す
る上で有効な病態実験モデ〉ルの開発と考え，博士論文として価値あるものと認める。
-191-
